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申込期間：令和 ６年 ４月 １日（月）～ 

令和 ６年 ４月１２日（金） 

第１次試験：令和 ６年 ６月 １日（土） 

 

募集区分：【一般行政Ａ】 

【一般技術Ｃ、資格・免許職Ｃ】 

土木・建築 

保健師・保育士・社会福祉士・ 

図書館司書 

【問い合わせ先】 

十勝町村会事務局 
 

〒０８０－８５８８ 

帯広市東３条南３丁目 

十勝総合振興局庁舎 ３Ｆ 

 

電話：０１５５－２３－６２０４ 

（電話での問い合わせのみ） 

Action!! ～これからの“十勝”を動かす人へ～ 

令和６年度実施（令和７年４月採用予定）  

十勝町村職員採用試験（前期）案内 
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● 町村別採用予定数【詳細は、別紙（試験区分ごとの受験資格）を参照】 

町村 一般行政Ａ 
一般技術Ｃ、資格・免許職Ｃ 

土木 建築 保健師 保育士 社会福祉士 図書館司書 

音更町 ６ １ １     

士幌町 ４   ２ ２ １  

上士幌町 ３  １ １    

鹿追町 ２    ２   

新得町 ２    ２   

清水町 ２   ２ ２   

芽室町 ２   １  １  

中札内村 ３   １ ２   

更別村 ２   １    

大樹町 ２  １ １    

広尾町 ２ １  １ １ １  

幕別町 ３ １   ２   

池田町 ２       

豊頃町 ３  １ １ １   

本別町 ２  １ ２   １ 

足寄町 ２   ２    

陸別町 ２    １   

浦幌町 ３ １ １  １   

合 計 ４７ ４ ６ １５ １６ ３ １ 

 

 

 

試験区分 採用予定数 受験資格 身分 

一般行政Ａ ４７ 年齢要件のみ（２２～３０歳） 

十勝総合振興局 

管内町村職員 
一般技術Ｃ、 

資格・免許職Ｃ 

土木 ４ 

別紙 

（試験区分ごとの受験資格） 

をご確認ください。 

建築 ６ 

保健師 １５ 

保育士 １６ 

社会福祉士 ３ 

図書館司書 １ 

単位：人 

１ 採用予定数及び受験資格 

Ａ区分～平成６年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた者（２２～３０歳） 

Ｃ区分～原則年齢区分はなし（町村により、年齢の上限を設ける場合があります。） 
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一般行政Ａを受験する 
一般技術Ｃ、 

資格・免許職Ｃを受験する 

受付期間 ４月１日（月）～４月１２日（金） 

第１次試験 【筆記（基礎能力検査・事務能力検査・適性検査）】 ６月１日（土） 

第１次試験 合格発表 

６月１０日（月） 

受験者全員が 

第２次（最終）試験に進みます。 

第２次試験 【口述（個人面接）】 

６月２２日（土）・２３日（日） 

第２次（最終）試験 

【口述（個人・集団面接・実技等）】 

７月１日（月）～７月中旬（各町村役場） 

第２次試験 合格発表 

７月１日（月） 

第２次（最終）試験 合格発表 

各町村の試験終了日または翌日 

※当該町村から採用内定の 

連絡（電話）があります。 

第３次（最終）試験 

【口述（個人・集団面接等）】 

７月１６日（火）～８月上旬（各町村役場） 

第３次（最終）試験 合格発表 

各町村の試験終了日または翌日 

※当該町村から採用内定の 

連絡（電話）があります。 

◆留意事項 

※ 一般行政の受験資格は年齢要件のみですが、一般技術、資格・免許職は年齢要件以外にも受験資格が

あり、町村ごとに異なりますので、必ず別紙（試験区分ごとの受験資格）をご確認ください。 

※ 資格・免許取得見込又は卒業見込の者は、令和７年３月３１日までに取得・卒業が原則条件になりま

す。また、最終合格後、受験資格に該当しない場合には、合格は取り消しとなる場合があります。 

※ 受験できる区分はひとつのみです。併願はできません。 

※ 前期を受験された者は、後期（９月）を受験することができません。 

ただし、異なる試験区分は受験可能です。 

※ 次のいずれかに該当する者は受験できません。 

① 日本の国籍を有しない者 

② 禁錮以上の刑に処せられその執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

③ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者 

④ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを 

主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

２ 試験日程 
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第１次試験 

試験日時 令和６年６月１日（土）１３時１５分～１７時（終了予定） 

試験会場 とかち館（帯広市西７条南６丁目（地図は６ページ参照）） 

試験方法 筆記試験（大学卒業レベル） 

 問題数・制限時間 出 題 分 野 

試験 

種目 

基礎能力 

検査 

１２０題 ６０分 

（マークシート方式） 

文章読解能力、数的能力、推理判断能力、人文・社会・自然

に関する一般知識、基礎英語の５分野から出題されます。 

（１１、１２ページの例題参照） 

※法律・経済などの専門分野は出題しません。 

事務能力 

検査 

検査１～６ 約５０分 

（マークシート方式） 

① 間違いを発見する問題   ② 氏名や数字を分類する問題 

③ 同意語・反意語を選ぶ問題 ④ 計算の問題 

⑤ グラフを読み取る問題   ⑥ 記憶する問題 

適性検査 

※第２次試験（口述試験）の参考とするため、第１次試験で実施します。 

２４０問 約３５分 

（マークシート方式） 
質問紙法による性格検査を行います。 

合格者の決定方法 基礎能力検査及び事務能力検査の結果に基づいて決定します。 

合格 

発表 

発表日 令和６年６月１０日（月）１０時 

発表方法 

各町村役場のホームページに受験番号を掲載するほか、十勝総合振興局庁舎３階十

勝町村会事務局掲示板において合格者の受験番号を掲示します。なお、合格者には

合格通知及び第２次試験実施案内（封書）を合格発表時に発送します。 

※電話による照会は応じません。 

留意事項 

① 試験会場及びその周辺には駐車できません。 

② 試験会場は、１２時から入場することができます。 

※試験開始１０分前までにはお越しください。 

③ 電子機器の時計替わりの使用は禁止します。 

④ 机の上に置けるものは、写真の貼ってある受験票、ＨＢ以上の鉛筆、シャープ

ペンシル、消しゴム、鉛筆削り、時計（時計機能だけのもの）、眼鏡、ハンカチ、

目薬、ポケットティッシュ（袋から中身だけ取り出したもの）のみとなります。 

※受験票が５月２４日（金）までに届かないときは、直ちに十勝町村会事務局

まで問い合わせてください。 

  

一般行政Ａ 

３ 試験内容・日時・会場及び合格発表 
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第２次試験（第１次試験合格者に対して行います。） 

試験日時 
令和６年６月２２日（土）、２３日（日） 

試験時間は、午前か午後、待ち時間を含めて２時間３０分程度 

試験会場 十勝総合振興局庁舎（帯広市東３条南３丁目（地図は６ページ参照）） 

試験方法 口述試験 

試験種目 
人物試験（個別面接） 

（コミュニケーション能力、協調性、主体性、行動力、積極性などについて評定） 

合格者の決定方法 第２次試験（人物試験）の結果に基づいて決定します。 

合格 

発表 

発表日 ７月１日（月）１０時 

発表方法 

各町村役場のホームページに受験番号を掲載するほか、十勝総合振興局庁舎３階十

勝町村会事務局掲示板において合格者の受験番号を掲示します。 

※電話による照会は応じません。 

留意事項 
合格発表には、合格者の受験番号、第３次試験日程の他、第３次試験の受験を希望

する町村への申込方法を添付しています。なお、合格通知書の発送はいたしません。 

 

第３次（最終）試験（第２次試験合格者に対して行います。） 

試験日時 

令和６年７月１６日（火）から８月上旬 

※各町村の日程は第１次試験日にお知らせします。 

各町村の試験日は重なりません。 

試験会場 各町村役場が指定する場所 

試験案内 

① 希望する町村への事前の受験申込（メ―ル・電話等）が必要です。 

（申込方法は、第２次試験日にお知らせします。） 

② 各町村から､申込者に個別に試験案内を送付します。 

試験方法 口述試験ほか各町村の方法によります。 

試験種目 
個人面接・集団面接・集団討論・実技等 

（各町村が必要とする人材について、様々な角度から評定） 

合格者の決定方法 第３次（最終）試験の結果に基づいて決定します。 

合格発表 

（採用内定の連絡） 

各町村の試験後、当日又は翌日までに当該町村から採用内定の連絡（電話）があり

ます。 
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第１次試験 

試験日時 令和６年６月１日（土）１３時１５分～１７時（終了予定） 

試験会場 とかち館（帯広市西７条南６丁目（地図は６ページ参照）） 

試験方法 筆記試験（高校卒業レベル） 

 問題数・制限時間 出 題 分 野 

試

験 

種

目 

基礎能力 

検査 

１２０題 ６０分 

（マークシート方式） 

文章読解能力、数的能力、推理判断能力、人文・社会・自然

に関する一般知識、基礎英語の５分野から出題されます。 

（１１、１２ページの例題参照） 

※法律・経済などの専門分野は出題しません。 

事務能力 

検査 

検査１～６ 約５０分 

（マークシート方式） 

① 間違いを発見する問題      ④ 計算の問題 

② 氏名や数字を分類する問題  ⑤ グラフを読み取る問題 

③ 同意語・反意語を選ぶ問題  ⑥ 記憶する問題 

適性検査 

※第２次試験（口述試験）の参考とするため、第１次試験で実施します。 

２４０問 約３５分 

（マークシート方式） 
質問紙法による性格検査を行います。 

合格発表 なし ※第１次試験受験者が第２次（最終）試験に進みます。 

留意事項 

① 試験会場及びその周辺には駐車できません。 

② 試験会場は、１２時から入場することができます。 

※試験開始１０分前までにはお越しください。 

③ 電子機器の時計替わりの使用は禁止します。 

④ 机の上に置けるものは、写真の貼ってある受験票、ＨＢ以上の鉛筆、シャープ

ペンシル、消しゴム、鉛筆削り、時計（時計機能だけのもの）、眼鏡、ハンカチ、

目薬、ポケットティッシュ（袋から中身だけ取り出したもの）のみとなります。 

※受験票が５月２４日（金）までに届かないときは、直ちに十勝町村会事務局

まで問い合わせてください。 

 

第２次（最終）試験（第１次試験受験者に対して行います。） 

試験日時 

令和６年７月１日（月）から７月中旬 

※各町村の日程は第１次試験日にお知らせします。 

各町村の試験日は重なりません。 

試験会場 各町村役場が指定する場所 

試験案内 
① 希望する町村への事前の受験申込（メ―ル・電話等）が必要です。 

② 各町村から､申込者に個別に試験案内を送付します。 

試験方法 口述試験ほか各町村の方法によります。 

試験種目 
専門性の確認の個人面接／人物評価に係る個人面接 など 

（各町村が必要とする人材について、様々な角度から評定） 

合格者の決定方法 第２次（最終）試験の結果に基づいて決定します。 

合格発表 

（採用内定の連絡） 
各町村の試験後、当該町村から採用内定の連絡（電話）があります。 

  

一般技術Ｃ、資格・免許職Ｃ 
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※一般行政Ａ、一般技術Ｃ、資格・免許職Ｃのいずれの試験区分も、第１次試験の試験種目は同じで

す。 

※令和５年度実施の十勝町村職員採用試験において「採用候補者名簿」（第２次試験合格者）に掲載

されていても、第１次試験等の免除措置が無いことを了承願います。 

※採用は、全て地方公務員法第２２条第１項の規定に基づき、条件付き採用となります。 

令和７年４月より６か月勤務し、その間、良好な成績で職務を遂行したときに、正式採用となりま

す。 

注：試験申込書記入事項に不正があるときは、採用される資格を失うことがあります。 

 

 

 

第１次試験会場 とかち館 

 

 

 

第２次試験（一般行政Ａのみ）会場 

十勝総合振興局庁舎 

 

住所 帯広市東３条南３丁目 

電話 ０１５５－２３－６２０４ 

（十勝町村会直通） 

  帯広駅より  徒歩２５分 

        車で１０分 

帯広空港より 車で４０分 

  

４ 十勝町村職員採用試験を受けるにあたって 

住所 帯広市西７条南６丁目２ 

電話 ０１５５－２４－１０４０ 

帯広駅より    徒歩１５分 

車で ５分 

帯広空港より   車で３０分 

５ 試験会場の位置図 

↓至 帯広駅 

Google Map 
位置情報 

Google Map 
位置情報 
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申込 

手続 

申込先 十勝町村会事務局（住所は表紙に記載）に提出してください。 

申込 

方法 

① 別添の試験申込書及び受験票に必要事項を必ずボールペンで自筆により記入

してください。 

※パソコン等で作成した物は不可。 

※消せるボールペンは不可。 

② 直接持参の場合は、上記申込先に提出してください。 

郵送の場合は紛失を防ぐため、必ず簡易書留郵便で十勝町村会事務局に送付

してください。 

※郵便局で手続きをする必要があります。 

※記入及び郵送の方法については、８ページの「試験申込の留意事項」を 

参照してください。 

受付 

期間 

令和６年４月１日（月）～ ４月１２日（金） 

※受付時間は９時～１７時（土日・祝日を除く） 

※郵送の場合は、４月１２日（金）までの消印があるものに限り受け付けます。 

受験票の作成 

① 必要事項を記入した受験票は、郵便はがきの裏面に貼り付けてください。 

事務局で受験番号を記入した上で郵送します。 

② 受験番号が記入された受験票に、写真欄に写真（４㎝×３㎝、裏面に氏名を

記入したもの）を必ず貼り、試験当日持参してください。 

※受験票が５月２４日（金）までに郵便物送付先の住所に届かなかった場合、

直ちに十勝町村会事務局まで問い合わせてください。 

また、試験当日に写真が貼られていない場合は受験できません。 

  

ホームページから 

プリントアウトする場合 

十勝総合振興局管内各町村役場（町村名は１３ページを参照）のホームペ

ージに掲載の試験案内より、様式をプリントアウトしてください。 

この場合、試験申込書はＡ４サイズの用紙に両面印刷（長辺とじ）してく

ださい。片面印刷や、片面印刷の用紙をのり付けして両面にするなどした

場合、受理はできません。 

郵送で入手する場合 

封筒に「試験申込書請求」と朱書きし、１４０円切手を貼った宛先を明記

した返信用封筒（角２サイズ(２４０㎜×３３２㎜)）を必ず同封の上、４

月３日（水）までに必着で、十勝町村会事務局に請求してください。 

直接入手する場合 

十勝町村会事務局又は十勝総合振興局管内各町村役場にお越しください。 

受付時間：９時～１７時（土日・祝日を除く） 

※電話での請求には応じません。 

６ 試験申込書と受験票の入手方法 

７ 申込手続及び受付期間 
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１ 「試験申込書」に必要な事項を手書きで記入し、必ず写真を貼る。 

※申込書の記入は、必ずボールペンで記入してください。 

※消せるボールペンでの記入は受理しません。 

※写真ははがれやすいので、必ずセロハンテープ等で補強してください。 

 

２ 「受験票」に試験区分・氏名に必要事項を記入する。 

※写真は、十勝町村会事務局より返送後、第１次試験日までに貼り付けてください。 

（申込時、写真は不要。） 

※受験番号の欄には何も記入しないでください。 

 

３ 郵便はがきの宛名面に受験票郵送先の住所及び氏名を記入する。 

 

※令和元年１０月１日より、郵便 

はがきの料金が６３円に変更と 

なりました。 

ご自宅にあるはがき（５２円、６２円） 

をご使用する場合は、適宜切手 

を貼って対応してください。 

 

※はがきと同じ大きさのもので、 

６３円切手を貼った私製はがき 

に限り、代用を認めます。 

※氏名記入の際に、「様」は斜線 

 など訂正せず、そのまま「様」 

 と記入してください。 

 

４ 「受験票」を切り取り線に沿って切り取り、郵便はがきの裏面に、はがれないよう

しっかりのり付けする。 

 

５ 試験申込書と受験票を提出する。 

 

※郵送の場合は、封筒の表に「試験申込書在中」 

と記入し、十勝町村会事務局へ必ず簡易書留で 

送付すること。持参する場合、封筒は必要あり 

ません。 

 

※封筒の大きさは角２サイズ（２４０㎜×３３２㎜) 

を基本としますが、試験申込書の写真及び受験 

票が折れなければ、大きさは問いません。 

  

試験申込手続きにおける留意事項 

折曲厳禁 
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◆給与 

 

■初任給 一般行政 新卒（令和６年４月） 

       大学卒  １９６，２００円    短大卒  １７９，１００円 

       高校卒  １６６，６００円 

■昇給…通常の場合、年１回昇給します。 

 

◆手当 

 

■期末・勤勉手当 

※期末手当は基準日（６月１日・１２月１日）以前の６箇月以内の在職期間によって支給割合は減

算されます。 

区分 ６月期 １２月期 合計 

期末手当 １．２２５月 １．２２５月 ２．４５月 

勤勉手当 １．０２５月 １．０２５月 ２．０５月 

合計 ２．２５月 ２．２５月 ４．５０月 

  

■各種手当等 

住居手当 通勤手当 寒冷地手当（１１月～３月） 

賃貸アパート等に 

住む者に支給 

（額は町村により異なる） 

通勤距離に応じて支給 

（額は町村により異なる） 

１４，５８０円 

（世帯主：扶養無し） 

児童手当 扶養手当 

このほか、時間外勤務手当・ 

休日勤務手当などがあります。 

３才未満 

１５，０００円 

３歳以上小学校修了前 

１０，０００円 

※第３子以降１５，０００円 

中学生まで 

１０，０００円 

扶養親族（子以外) 

６，５００円 

子（０～１５歳） 

１０，０００円 

子（１６～２２歳） 

１５，０００円 

 

◆共済組合等への加入 

 

北海道市町村職員共済組合、北海道市町村職員福祉協会   ～ 町村・本人折半 

北海道市町村職員退職手当組合、地方公務員災害補償基金  ～ 町村全額負担 

  

８ 採用後 ※記載内容については、町村によって異なる場合があります。 
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◆休日・休暇 

 

■休日 

 完全週休２日制（土日祝） ※担当部署により異なります。 

 年末年始     ６日（１２月２９日～１月３日） 

 

■休暇 

 年次有給休暇  １年間２０日 ※翌年に２０日を限度として繰越可能（上限４０日） 

         （採用年は月割で計算 ４月１日採用の場合 １５日） 

 夏季休暇    日数及び取得時期は町村によって異なります。 

 結婚休暇    連続する５日間 

 忌引休暇    ７日（父母） ３日（祖父母） など 

※その他、育児休暇や病気休暇などがあります。 

 

◆職員研修 

 

■十勝町村会職員研修 

 

・新規採用職員 基礎研修 

 （地方自治とは、地方公務員とは、文書の取扱い、財務会計Ⅰ、町村長講話 ほか） 

・２年目職員 ステップアップ研修 

 （地方自治制度、地方公務員制度、法律の基礎知識、財務会計Ⅱ ほか） 

・５年目職員 中堅リーダー育成研修 

 （中堅職員の役割と責任、仕事の進め方、コミュニケーション、人間関係 ほか） 

 

■北海道町村会 

 

・法務基礎研修 

・法務実務入門研修 

 

他にも、各町村での独自研修や十勝管内市町村広域研修などがあります。 
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言語 次のうち、漢字の読み方、意味の組み合わせがすべて正しいものはどれか。 

 

１．奢侈 … しゃた …… 必要以上に贅沢にすること 

２．朴訥 … ぼくとつ … 堂々としていること 

３．猜疑 … さいぎ …… ねたんで、疑うこと  

４．荼毘 … だび ……… 土葬 

５．矜持 … きんじ …… 待機中 

 

 

数理 ２学期の初め、あるクラスの男子の人数は女子の人数より１名多かった。その後、転校で

女子が２名減ったので、現在は男子と女子の人数は、７：６の比率になっている。このクラ

スの２学期初めの人数を求めよ。 

 

１． ２１名 

２． ３９名 

３． ４１名  

４． ５４名 

５． ５２名 

 

 

論理 下の図のように、Ａ～Ｅの５カ国の国旗が横一列に並んでおり、その下に国名が書いてあ

るが、２つの国名が互いに入れ違っていた。このとき、以下のことがわかっているとすると、

Ａ～Ｅの５カ国のうち、国名が入れ違っているのはどれか。 

 

Ａ国の国旗の右隣りにＤ国の国旗がある 

Ｄ国の国旗から１つおいた右隣りにＢ国の国旗がある 

Ｅ国の国旗の右隣りの国旗についている国名はＢ国である 

Ａ国の国名の右隣りにＢ国の国名がある 

Ｅ国の国名の左隣りにＣ国の国名がある 

 

１．Ａ国とＣ国 

２．Ａ国とＥ国    

３．Ｂ国とＣ国 

４．Ｂ国とＥ国 

５．Ｃ国とＤ国 

  

国旗 

国名 

左 右 

９ 例題（基礎能力検査） 
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（例題 続き） 

 

 

常識 サバナ気候の説明として正しい記述はどれか。 

 

１．熱帯雨林気候の周辺に発達し、雨季と乾季とが交代する。気温の年較差は小さい 

２．夏は高温多雨、冬は温暖小雨で、熱帯性低気圧の襲来もみられる 

３．夏は高温、冬は低温乾燥し、四季の区別が明瞭である 

４．夏は涼しく冬は温暖、偏西風の影響で同緯度の東岸より温和である 

５．大陸西岸に分布する海洋性気候で雨季と乾季の区別がない 

 

 

英語 次の会話文の応答として、最も適切なものを選びなさい。 

 

Helen: What time shall I pick you up from the station? 

Susan: ____________ 

 

１. It’s a quarter past twelve. 

２. Don’t worry. I’ll take a taxi.  

３. About half an hour ago. 

４. At three. Please hurry or you’ll miss your train. 

５. I’ll be home early evening. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答 （言語）３ （数理）３ （論理）２ （常識）１ （英語）２ 
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町村名 採用試験担当部署 郵便番号 住所 電話番号 

音更町 総務部 総務課 職員係 ０８０－０１９８ 河東郡音更町元町２番地 ０１５５－４２－２１１１ 

士幌町 総務課 職員厚生係 ０８０－１２９２ 河東郡士幌町字士幌２２５番地 ０１５６４－５－５２１１ 

上士幌町 総務課 職員担当 ０８０－１４９２ 
河東郡上士幌町字上士幌 

東３線２３８番地 
０１５６４－２－２１１１ 

鹿追町 総務課 職員係 ０８１－０２９２ 
河東郡鹿追町東町１丁目 

１５番地１ 
０１５６－６６－２３１１ 

新得町 総務課 職員係 ０８１－８５０１ 
上川郡新得町３条南４丁目 

２６番地 
０１５６－６４－５１１１ 

清水町 総務課 総務係 ０８９－０１９２ 
上川郡清水町南４条２丁目 

２番地 
０１５６－６２－２１１１ 

芽室町 総務課 総務係 ０８２－８６５１ 
河西郡芽室町東２条２丁目 

１４番地 
０１５５－６２－９７２０ 

中札内村 
総務課総務グループ 

職員採用担当 
０８９－１３９２ 

河西郡中札内村東１条南１丁目 

２番地１ 
０１５５－６７－２３１１ 

更別村 総務課 庶務係 ０８９－１５９５ 
河西郡更別村字更別南１線 

９３番地 
０１５５－５２－２１１１ 

大樹町 総務課 職員電算係 ０８９－２１９５ 広尾郡大樹町東本通３３番地 ０１５５８－６－２１１１ 

広尾町 総務課 総務係 ０８９－２６９２ 
広尾郡広尾町西４条７丁目 

１番地１ 
０１５５８－２－０１７５ 

幕別町 総務課 総務係 ０８９－０６９２ 中川郡幕別町本町１３０番地１ ０１５５－５４－６６０８ 

池田町 総務課 職員係 ０８３－８６５０ 
中川郡池田町西１条７丁目 

１１番地 
０１５－５７２－３１１１ 

豊頃町 総務課 総務係 ０８９－５３９２ 
中川郡豊頃町茂岩本町 

１２５番地 
０１５－５７４－２２１１ 

本別町 総務課 職員厚生担当 ０８９－３３９２ 中川郡本別町北２丁目４番地１ ０１５６－２２－８１２０ 

足寄町 総務課 職員担当 ０８９－３７９７ 
足寄郡足寄町北１条４丁目 

４８番地１ 
０１５６－２５－２１４１ 

陸別町 総務課 総務担当 ０８９－４３１１ 
足寄郡陸別町字陸別東１条 

３丁目１番地 
０１５６－２７－２１４１ 

浦幌町 総務課 職員係 ０８９－５６９２ 十勝郡浦幌町字桜町１５番地６ ０１５－５７６－２１１１ 

１０ 十勝管内１８町村役場 採用試験担当 住所・連絡先 


